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衆
議
院
議
員
山
口
武
秀
君
提
出
地
方
税
の
賦
課
徴
收
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
五
号 

 

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
山
口
武
秀
君
提
出
地
方
税
の
賦
課
徴
收
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

茨
城
県
県
税
條
例
は
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
一
日
公
布
施
行
せ
ら
れ
、
事
業
税
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
五
年
度
分
か
ら
適

用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
條
例
第
百
十
二
條
は
、
事
業
税
の
課
税
標
準
額
は
「
地
方
事
務
所
長
が
、
納
税
義
務
者
の
申

告
に
よ
り
申
告
が
な
い
と
き
又
は
申
告
を
不
相
当
と
認
め
る
と
き
は
そ
の
調
査
に
基
い
て
、
こ
れ
を
決
定
す
る
。
」
と
規
定

せ
ら
れ
て
お
り
、
申
告
又
は
調
査
に
基
い
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
申
告
義
務
の
発
生
し
な
い
以
前
に
お
い
て
申

告
の
な
い
も
の
と
し
て
調
査
に
基
き
賦
課
処
分
を
す
る
こ
と
は
、
瑕
疵
あ
る
行
政
行
為
と
い
う
べ
く
、
又
同
第
百
二
條
に
お

い
て
申
告
期
限
を
九
月
十
日
と
規
定
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
期
限
の
利
益
を
奪
つ
て
当
該
期
限
以
前
に
お
い 

て
、
申
告
の
な
い
も
の
と
し
て
調
査
に
基
き
賦
課
処
分
を
す
る
こ
と
は
、
同
じ
く
瑕
疵
あ
る
行
政
行
為
と
い
う
を
免
れ
な 

い
。
従
つ
て
事
例
の
如
き
事
態
を
生
じ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
既
に
こ
の
件
に
関
し
て
是
正
す
る
よ

う
指
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
か
か
る
事
態
の
生
じ
な
い
よ
う
充
分
の
指
導
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




